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②

③
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⑥

⑦

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ A ○ A ○ ○

〇 〇 B ○ A ○ ○

〇 〇 Ｃ ○ B ○ ○

○ 〇 〇 C ○ B ○ ○

〇 〇 C ○ B ○ ○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ B 〇 B ○ ○

○ 〇

〇 〇 〇

○ 〇 〇

○

○ 〇

○

〇 ○ ○ いじめを許さず、見逃さない。 B 〇 全校集会や各クラス担任指導を B 〇 〇

継続して行う。

〇 交通ルールについて再度徹底する。 〇

〇 ○ 継続して立ち番指導を行う。

○ ○ B 〇 概ね対処できている. 迅速に対応できた。

〇 ○ ○ B 〇 再度、教員間での認識確認を行う。 B 〇 〇

〇 ホームページを有効活用してもらう。

〇 〇

〇 ○ ○ B 〇

○ 学校視察を行う。 ○ （　） 〇 ２学期以降に予定している。 (　) 〇 本年度は実施せず。

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ B ○ ○ ○

○ ○ 職業観の養成に努める。 ○ B ○ ○ ○

○ ○ 学力向上に努める。 ○ B ○ A ○ ○

○ ○ 早期退職防止に努める。 ○ C ○ ○ ○

○ ○ ○ B ○ ○ ○

携帯電話を朝礼時に提出していない生徒
がまだいるので、全員提出をするよう声掛
けが必要

生活指導の充実

生活面の指導を大切にし、正しい服装容儀、規律ある生活態度で生きる姿勢を育成する。

部活動の充実

顧問と生徒が目標に向かって共に努力してゆく中で、協調性・責任感・忍耐力を養う。

評価について　　　Ａ　達成できた　　　Ｂ　概ね達成できた　　　Ｃ　やや不十分な点あり　　　Ｄ　かなり改善の余地あり　　　Ｅ　全く不十分　　　（　）評価せず または 評価できず

勤労を尊重する精神の育成

勤労を尊重する精神を養い、社会に貢献しようとする意欲を育成する。

進路指導の充実

生徒の興味・適性・能力を尊重し、適切な進路の決定ができるよう指導の充実を図る。

学習指導の充実

わかりやすい授業を心がけ、生徒の適性に応じた指導に努める。

次年度引継事項・改善策など

教

務

部

（教務）
各種講演会・研修会を含め
た学校行事を見直し、平成
28年度年間行事計画を作成
した。

学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

平成２８年度　学校自己評価表　　米子松蔭高等学校

学校教育目標　　　「社会で真に役立つ実践的な人材の育成」 本年度の重点目標
自主自立の精神の涵養 　建学の精神に基づく特色ある教育を行い、社会に有為な人材育成に努める。知・徳・体のバランスがとれた人作りを目標と

し、学習指導、生活指導、部活動に力を入れる。生徒の人間的成長を促し、生徒・保護者の夢につながる進路指導を行い、そ

の成果により本校の社会的評価が高まり、本校が発展することを目標とする。

責任と義務を尊重しつつ、自ら進んで目標に向かって努力する精神を養う。

人間性の陶冶

規律を守るとともに、人の苦しみや悲しみを正しく理解し、適切な行動のできる豊かで調和のとれた健全な人
格の育成をめざす。

目標の達成状況

生徒の自発的な活動となる
よう、クラス役員に協力を求
める。

課外の取り組みだが集中して読
書する環境になっていない。強
化週間などを設けて定着を図り
たい。

（図書）
レイアウト変更、整備を完了
し、利用のできなくなった資
料については廃棄を進め
た。
「生徒が足を運びたくなる図
書館」を目指した環境整備
に努めた。

図書館の広報活動に努め
る。

図書館からの情報発信の回
数増加に努める。生徒の学
習意欲、読書意欲を喚起す
るような図書館でのイベント
を企画する。

生徒が主体となった情報発信が
難しかった。２学期は多くのイベ
ントと組み合わせて生徒が中心
となり企画をしたものを効果的
に広報したい。

図書館の授業支援の定着と
回数の増加に努める。

教科に関連した資料のさら
なる充実を図るとともに、生
徒、教職員への広報に努め
る。

教科に関連した資料の充実に
努めた。広報については、生徒
が中心となって、楽しみながら
読書活動と図書館の良さを伝え
ていけるように努めたい。

学習指導の充実をさらに図
る。

生徒による授業アンケートを
年二回実施し授業力向上を
図る。

一学期末に第一回を実施した。
第二回は二学期末実施予定で
ある。

授業時間の確保に努める。 教職員の出張等届の提出を
原則2週間前までとする。

提出状況はおおむね良好であ
る。今後も継続して協力をお願
いしたい。

朝読書企画の定着を図る。

様子を見て立ち番指導を増やすな
ど、粘り強い指導を行う。

学校規定カバン使用の指導を徹
底する。

学校内での携帯電話使用禁止
を徹底する。

社会のルールやマナーを理解し
守るよう指導する。

全校集会での呼びかけやクラス
での担任指導を継続している。

生徒が安心して通うことができる
よう指導に努める。

次年度引継事項・改善策など

生

徒

指

導

部

有意義な新入生合宿となるよ
う、継続して指導を行っている。

基本的生活習慣を身につけさせ
る。

新入生合宿を通して学校生活に
早く慣れさせる。

継続してルーム、通学指導などで声
をかける。

挨拶の徹底を全校集会やルームなど
で呼びかけるとともに、通学指導など
で教員からも積極的に声をかけてもら
うようにする。

挨拶、服装、学校規定鞄の使
用、校内での携帯電話使用の禁
止、社会ルールやマナーの理解
については、全校集会での訓話
や生徒指導部および担任の指
導を中心に、継続して根気よく指
導中。

基本的マナーについて全校集会などで全
体指導を行う。

服装規定の遵守のため服装指
導を徹底する。

学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況

ホームページの有効活用を呼び掛け
ている。

来年度は学校視察を行い、本校
の生徒指導の役立てたい。

保護者の理解を得て、協力して
もらうようにする。

保護者への文書配布や松萌会
活動との連携を密にする。

保護者宛ての文書が行き届いてい
ないことも多いので、ホームページを
有効利用してもらう。

生徒指導を徹底して行っている
学校の視察を行い、本校の指導
に役立てる。

被害者情報の提供と注意呼び
かけ、交通ルール遵守の指導を
継続している。

登下校中に事故や被害に遭わ
ないよう安全指導を徹底する。

問題行動に対して迅速適切に対
処し、生徒の立ち直りと問題の
拡大防止をはかる。

問題行動に際しては関係教員と
の連携を密にし、適切な処置を
はかる。

引き続き関係教員との連携を密
にして対処・指導を行っている。

全教員で指導に取り組み温度差
をなくす。

生徒指導は基本的に全教員で
行うことを確認する。

次年度引継事項・改善策など

就

職

指

導

部

生徒の能力・適性に応じた受験先の
指導は勿論のこと、２社目からは生徒
の希望先の職場見学に同行する。

生徒一人ひとりをよく理解し、能力・適
性に応じた進路指導に努める。

「進路総合評価」「進路適性検査」を
参考にし、担任又は就職・教育支援
担当者、カウンセラー及び部活動顧
問、家庭さらに関係機関との連携を密
にしながら、個別面談を重ね、適切な
進路指導に努める。

まだ途中ではあるが、生徒の能力・適性に
応じた受験先の指導に努めている。

生徒に多くの企業について詳しく知ら
せるため、夏休み中に複数の企業の
職場見学を推進する。

ＬＨＲを活用した進路学習・進路講話
及び合宿、見学、体験、業者によるセ
ミナーを通し、生徒が自主的積極的に
自分の進路に向けて行動できるよう
に導く。また、本年度は進路合宿の意
義を教員目線、生徒目線、企業目線
で熟考し、必要性の方向性を模索し
たい。

６月・７月での保護者向け説明会・生徒向
け講和など、あらゆる機会で応募前の会
社見学の大切さを説明してきた。今後も２
社目受験の生徒については応募前の見学
をさせたい。

家庭学習を推し進めるために、学校
での取り組みのさらなる充実を行な
う。

学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況

A

B

社会に出てから生徒達が困らぬように、コ
ミュニケーション能力育成についてまずは教
員が深く掘り下げて勉強する必要がある。
今後も２年生進路学習LHRの内容を強化し
たい。

就職問題集・漢字テキストを配布し家
庭学習を推し進めながら、基礎力診
断テスト及び毎週行なう漢字テストで
実力を把握し、「パワーアップ講習」
「就職特別講習」「就職夏期講習」等
で補い、就職試験に備える。

学校での取り組みは成果をあげている。ま
た、もっと家庭学習を充実させる必要があ
る。

卒業生の職場での状態を少しでも早
く把握し、早期退職を防ぐため、４月
から県内の追指導を行なう。

県内外の卒業生の就職先を訪問し、
追指導を行なう。また、旧担任及び部
活動顧問と連携し、仕事の継続を説
く。尚、在学中は内定者を対象にした
校長訓話・進路講話等行ない、定着
するように導く。

残念ながら、今年も早期退職者がでた。
「忍耐力」の一言で片づけられない内容も
あり、実状をリサーチする必要がある。

繋がりのある指導体制を目指す。 コミュニケーション能力の向上に努め
る。（企業が一番求めているもの）

学校全体指導体制で行なう。就職指
導部としては２年時にＬＨＲを活用し
て、コミュニケーション能力の養成を
行なう。

３年生は２年次よりＬＨＲを利用して強化し
てきたつもりでいたが、結果が出せていな
いと思われる。２年次よりスタートし始める
体制はいいと思うので本年度は具体的に
実行に移せるよう学年部と相談して行く。

新入生合宿で、学校生活に早く対応する効
果は出た。

有意義な新入生合宿となるよう、継続
して指導を行う。

まだまだ積極的に挨拶ができないので、引
き続き指導していく。

挨拶、服装、学校規定鞄の使用、校
内での携帯電話使用の禁止、社会
ルールやマナーの理解については、
全校集会での訓話や生徒指導部およ
び担任の指導を中心に、継続して根
気よく指導していく。

概ね達成できたが。男子の新制服の着こなしの徹
底が出来ておらず教員間での確認が必要であ
る。

普段より担任を中心に生徒の状況を把握して、概
ね適切に指導・対応ができている。

最低限の学力は入社試験で必要な要素で、入社
後も実務で問われる場合もあり、学力面で生徒た
ちが就職先で苦労する事が予想される。早期から
試験対策をして内定につながる様に今後も指導し
ていきたい。

私学学校視察と重なった為

求人数が多い年でもあったので、生徒個々の能
力・適性にあった企業のマッチングがスムーズで
あった。

応募前職場見学させ受験するよう促し、納得して
応募させているつもりでいたが、応募前職場見学
しても、しっかりと企業研究が出来ていない生徒も
いるようである。今後の課題としたい。

全校集会での呼びかけやクラスでの
担任指導を徹底する。

被害者情報等の連絡をして、身の安全を第一に
注意喚起した。交通安全指導は十分行ってきた
が、一部守れない生徒もいたので今後立ち番を増
やしていきたい。

被害者情報の提供と注意呼びかけ、
交通ルール遵守の指導を継続して行
う。特に立ち番指導を強化していきた
い。

生徒指導部内での学校規則の理解・把握
は概ねできている。これを基盤に全教員へ
の徹底をはかっていきたい。

引き続き関係教員との連携を密にし
て対処・指導を行う。

家庭の協力を概ね得られていると思う。 来年度は学校視察を行い、本校の生
徒指導の取り組みに生かしていきた
い。

教科に関連した資料が充実してきた
ため、資料を利用して図書館で行わ
れる授業が増加した。その都度生徒
への広報にも努めた。

効果的な実施時期の検討。

次年度も継続して早めの提出を
求める。

生徒の自発的な活動になるよう
工夫する。

生徒が主体となった図書館での
イベントの回数の増加に努めると
ともに、生徒が楽しみながら学習
できるよう内容を充実させていき
たい。

様々な教科と連携し、引き続き、
授業で使える図書館として資料
の充実をはかりとともに教職員に
向けた広報に努めたい。

二学期末に第二回のアンケートを実
施した。年二回の実施により、経過が
示され授業者の参考となった。

届けが2週間前までに提出され、時間
割変更をスムーズに行えた。

強化週間を設定し啓発に努めた。ク
ラスによっては集中して取り組む姿勢
がみられた。

文化祭では図書館のイベントと組み
合わせて生徒が主体となり、図書館
の資料を使って解いていくクイズなど
を企画、運営、広報をした。

就職するという心構えを再度伝えることに力
を入れたい。

誰の為の勉強で、なぜ努力が必要なのかを
伝えることに力を入れたい。

生徒には早め早めの方向性の確立し、夏休
み中の企業見学を促す。また、好景気故に
安易な内定・選定がなされないように配慮し
ていきたい。

たとえ好景気であっても、評価が「Ａ」であっ
ても大切なことは「生徒の能力・適性に応じ
た受験先の指導」で企業のネームバリュー
ではない。生徒・保護者に理解を促したい。

A 早期退職は５、６月に多かったがそれ以降は歯止
めがかかった様に思える。早期退職防止の追指
導を行い、企業との関係を強化していきたい。

A 好景気を背景に新入社員の教育の仕方にも賛否
両論ある。新しい文化がすぐに生まれる時代なの
で、教員側の勉強・理解も必要不可欠である。上
手に取り入れコミュニケーション能力の向上に努
め、企業側の思惑も理解させたい。
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中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ Ｂ ○ Ａ ○ ○

○ ○

○

○

○ ○ ○ Ｂ ○ Ｂ ○ ○

○ ○

中間
評価

最終
評価

○ ○ B ○ Ａ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ B ○ Ｂ ○ ○

○ ○ ○ B ○ Ｂ ○ ○

○ ○ 　（　） ○ Ａ ○ ○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ B ○ B ○ ○

〇

〇 〇 B ○ B ○

学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況

進

学

指

導

部

(

専

門

学

科

)

生徒の特性と希望に沿った
進学指導を行い、進路の保
障に努める。

進学情報の提供を行うこと
によって、様々な入試形式
の正しい理解と、目標とする
分野・学校の研究および比
較検討の機会を作る。

進学情報誌については、学年や
時期を考慮してより効果的なタ
イミングで配布するように努めた
い。

進学面接を実施し、個々の
進路希望の把握と、段階に
応じた適切なアドバイスの提
供に努める。

３年生進学希望者を対象に行う
個人面接や進学懇談では、情
報の伝達やアドバイスのみなら
ず、保護者・生徒との意思の疎
通を徹底する必要がある。

生徒の学習の習慣化、学力
の向上を図る。

授業を中心とした学習活
動、また放課後講習や課題
を通して継続的な学習習慣
を身につけ、さらに自主学習
を習慣化させるよう指導して
いく。

特進コースでは模試を一つの目
標に据え、日々の授業への真
摯な取り組みをさらに喚起す
る。文理選抜・総合進学コース
では放課後課題によって家庭学
習習慣をつけるとともに、いかに
学力の定着を図るかについて
の検討が必要と考える。
また検定についても勉強への主
体的取り組みのひとつとして、
科全体で推奨していく必要があ
る。

各種検定試験や模試を積極
的に受験し、資格取得と自
ら学習目標を設定しその達
成に向け努力する姿勢を身
につけさせる。

学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

進
学
指
導
部
(

普
通
科
)

指導部、担任、教科担当、そ
して保護者間の連絡・連携
をより密にし、生徒一人ひと
りに対するきめ細やかな進
路指導を行うことにより、生
徒の目標達成の可能性を広
げる。

保護者説明会や進学講話で、
必要な情報を保護者・生徒へ提
供できたと考える。
担当者間の連絡協議の場をな
かなか設定できなかったが、今
後は３年生の受験も始まるた
め、担当者が共通理解を深め
情報交換できる機会を増やす。
今後も担任の個人面談をはじめ
とし、生徒の状況の把握に努
め、さまざまな進路情報誌など
を活用し、生徒の進路学習に役
立てることを目指す。

定期的に普通科担当者で連
絡会を設け、情報交換を行
うことでより適切な指導を目
指す。

学習習慣の確立とともに、い
かに学力の向上・定着を図
るかについての検討が必要
と考える。

継続的な学習習慣、目標を
定め主体的に学ぶ姿勢を確
立させることで、受験やその
後の勉学に対応し得る学力
の向上と定着を図る。

次年度引継事項・改善策など

人

権

教

育

推

進

部

人権教育全体推進計画は、
毎年、見直しをしているが、
近年、大幅な改定は行って
いない。生徒の実態もいくら
か変化し、新たに導入すべ
き観点や手法もあると考え
られるので、全般的に見直
した方が良いように思われ
る。

現在の生徒の実態や今日
の人権教育の在り方をより
反映した人権教育全体推進
計画策定を行う。

公開授業全体会での保護者
や人権教育関係者の意見
にも耳を傾ける。

　公開授業全体会において人権
教育全体推進計画についての
意見を聞くことができたので、そ
れを策定に生かしていきたい。
　全体推進計画のための推進
部会がまだできていないので、2
学期以降、実施していきたい。

推進部会をできるだけ多く開
いて、現場の意見を取り込
みながら、人権教育全体推
進計画の策定を行う。

人権教育全体推進計画に
則りつつ、各学年の生徒の
実態に応じた柔軟な学年部
人権教育年間計画の策定と
人権学習LHRの実施。

人権教育全体推進計画を踏
まえつつ、各学年部で課題
や悩みなども分かち合いな
がら、それを年間計画や指
導案に反映させる。

　学年部に協力していただき、
現在のところ、順調に進んでい
るように思う。今後も実態を踏ま
えたLHRを実施できるように努
めていきたい。

学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

2016年は、いわゆる、障害者差
別解消法、部落差別解消推進法
などの人権に関わる法令が成立
し、人権尊重社会を実現するた
めの勢いがついたように思う。こ
の好機を捉え、本校でもより一
層、人権教育を推進していきた
い。

進学説明会における講演内容な
ど、保護者・生徒が必要としてい
る情報に基づいた内容を検討す
る必要がある。

普段から積極的に情報交換を行
い、共通理解を図りながらより適
切な進路指導が行える態勢を作
る必要がある。

担任との面談の結果、指導が必
要と思われる生徒については指
導部との連携のもとに適切な対
応・指導ができる態勢を強化する
必要がある。

次年度引継事項・改善策など

長期休業中や放課後の講
習を実施し、積極的かつ継
続的に学習する姿勢の定着
を図る。

昨年度までの反省を踏まえ、夏
期講習は学年やコースによって
日程をずらす、テキストを指定
する、などの試みを行った。夏
期講習をより効果的なものとす
るための見直しを継続していき
たい。

校外模試の実施および事
前・事後の指導を通して、目
標を持って計画的に学習に
取り組む環境を作る。

「基礎力診断テスト」「実力判定
テスト」の事前学習の徹底を図
るとともに、模試のデータを活用
したわかりやすい進路指導を目
指す。

担任と連携をして出願手続
きの指導、確認を行い、受
験に備えさせる。

１学期中に出願手続きを行う
ケースはなかった。

目標の達成状況

　年間を通じて、人権教育推進全体
計画について部会で話す機会を多く
は持てなかった。しかしながら、県や
全国の人権教育の状況の変化も踏ま
え、案を作ることができた。

学習到達度と大学・短大の対照表を
学年の廊下に掲示し、校外模試に対
する目標設定を促した。新たに導入し
た「実力判定テスト」「実力診断テス
ト」の活用法について教員対象の説
明会を行い、共通理解を深めた。

担任と連携しながら適切かつ迅速に
出願手続きを進めることができた。

放課後講習の実施については、教科
担当を中心に適切に行うことができ
た。夏期講習については、日程調整
により授業時間数自体は減少した
が、国・数・英３教科をバランスよく組
むことができた。

次年度引継事項・改善策など

進学説明会における講演内
容など、保護者・生徒が必
要としている情報に基づい
た内容を検討する必要があ
る。
また、指導部、担任、教科担
当間での情報交換、共通理
解を通じ、より適切な進路指
導が行える態勢を作る必要
がある。

夏期講習の方法や進学コー
ス以外の学科試験受験者へ
の対応方法について、引き
続き検討していきたい。

現在固定で実施している進路ガ
イダンスについて、より効果的な
時期や形式などを検討したい。

放課後講習や夏期講習の方法
について、引き続き検討していく
必要がある。また、講習を通して
身についた学習姿勢が継続でき
るよう、声かけや指導を継続して
いくことが大切である。進路決定
後の学習指導方法についての検
討も急務である。

校外模試の分析報告会の参加
を呼びかけ、教員が共通理解と
連携の意識を持って１人１人の
生徒に対応していく土壌つくりに
努めたい。生徒に対しては事前
学習用教材を十分活用するよう
指導を徹底する必要がある。

生徒の進路選択への意識
高揚と新テスト導入の動き
に対応した学力の養成を目
的として、現行のマーク式校
外模試に加えて記述式模試
の導入を検討していきたい。

学習成果の確認につながる
取り組みを行う。

受験手続きの指導を行う。 入試形式の多様化、インターネッ
ト出願の導入が進む中、担当者
は今まで以上にそれぞれの出願
方法の理解と確認に努める必要
がある。

進学説明会や進学懇談会などを通じ
て、保護者生徒への必要な情報の提
供を行うことができた。

３年生の受験指導など、進路指導に
おいて指導部での情報交換、連携を
図ることができた。また「スタディサ
ポート分析報告会」を年２回実施し、
生徒の現状把握と今後の対策につい
て検討する機会を持つことができた。

担任による個人面談、また総合的な
学習での進路指導を通じ、生徒の進
路志望の状況の把握を行うことで指
導に役立てることができた。

課題の提出状況の把握など、担任と
担当者間の連携によって、課題の取
り組みを習慣化させることができた。

１月の漢字検定は１、２年生の多くが
受験した。指導時間不足など検討す
べき問題はあるが、今後もできるだけ
各種検定受験に臨ませるようにした
い。

目標の達成状況

資料の配布や業者主催の進学説明
会の案内を通して進学情報の収集を
呼びかけるとともに、情報誌の活用方
法を進学通信で紹介し、配布資料の
有効活用と生徒の意識高揚を促し
た。また、２．３年生の進学希望者と
その保護者を対象に進学懇談を行
い、情報提供とアドバイスに努めた。
進学懇談の内容については報告書を
作成し、担任との共通理解を図った。

課題をすることにより学習習慣を
つけるとともに、その課題学習内
容をどのように授業に組み込
み、学力の定着を図るかについ
ての検討が必要と考える。

各種検定の積極的な受験を促す
ため、全員受験の実施を前提
に、受験時期や指導内容を検討
する必要がある。

進学説明会や講演会、保護
者懇談会を催し、保護者へ
の情報の提供と共有を深め
る。

必要に応じて個人面談を行
い、学習や部活動・志望進
路の状況を把握し、適宜指
導が可能な状況を作る。ま
た生徒が進路に関する情報
を入手しやすい環境作りを
推進する。

　学年部の協力のおかげで、生徒の
実態を踏まえた人権教育ＬＨＲを実施
できた。
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中間
評価

最終
評価

〇 ○ ○ 各教室の掃除の徹底。 Ｂ 〇 Ｂ ○ 〇

○

〇 〇

○

〇 〇

○

○ ○ 性教育の充実 Ｂ 〇 Ａ ○
　（１年生対象講演会）
　（職員研修会）

〇 ○ 救急救命蘇生法研修会 〇

○ 環境教育講演会

中間
評価

最終
評価

○ 支援体制の充実 ○ 個別の支援体制の充実 ○ 個別の支援体制の充実 ○ 個別の支援体制の充実 ○ ○

① 学年主任を中心とした学級・ ① 入学時からの連携作り ・ 教科担当⇔担任連携を B ・ 1学期終了～各教科担当・ Ｃ 個別支援、とりわけ学習支援に
級・生徒支援体制の定 深め、支援の早期対応 各担任からの申し出を受け、 関しては教科担当のみに、その
着。 につなげる。 2学期以降につなげる。 指導負担が増え、連携会を十分
学習支援の個別対応が に持つことができなかった。
体制化できなかった。 ・ 教育相談・学年担当の 学年の教育相談担当を

先生方を活用・協力を 活用するための情報交換会 学年主任・担任が支援中心とな
連携会議・ケース会議が していただき、生徒ニー の設定。 り、担当先生方の活用・連携を
一部の生徒・保護者に ズの多様化に対応。 いただく機会が少なかった。
留まった。

・ 外部機関（医療・福祉等）
② SC・SW等の支援体制が を交えた連携会議を

定着化し、相談件数が 定例化していく。
増えた。

サポステ連携が定着化 ② 学校全体として支援理解を ・ 研修会・講演会等の参加 B ・ 教育相談・支援担当の先生 B 教育相談・支援担当の先生方や 個別対応の多様化・連携会議
し、早期の進路相談が を深める。 を積極的に促す。 をはじめ、他教科・他部会の 個別対応されている先生方への ケース会議等の増加傾向に
できた。 先生方の参加を求めたい。 研修参加等を促すことができた。 対応・参加するための校内

・ SC・SW・サポステ連携を 連携の進め方を検討する。
入学時からの進路相談の 通じて学校全体としての
必要性あり。 支援理解・学びを深めて

いく。
医療・福祉機関連携が
定着化した。

中間
評価

最終
評価

○ ○ 生徒会活動の充実 ○ Ｂ ○ スポーツ祭において執行部 A ○ ○
および中央委員が連携し
活動することができた。
これからの体育祭・文化祭
も充実したものになるように

○ 計画、準備を進めたい。
○

○ 12月に行われる生徒総会で ○
○ 決定するが、それまでに声

掛けや活動に参加してもらう
などし、活動内容を知っても
らう必要がある。

○ ○ ○ ボランティア活動は適宜案内 ○
し、多くの生徒が参加してい
る。

○ 生徒指導部と連携し、伯耆 ○
大山駅で自転車の施錠確
認や呼びかけを行った。

中間
評価

最終
評価

（防火・防災）

○ ○ ○ （　） ○ Ｃ ○ ○

（管理）
〇 〇 〇 Ｂ ○ Ａ ○ ○

（入試）
○ 〇 〇 （　） ○

Ｂ ○ ○

（広報）
○ 〇 〇 Ｂ ○

Ｂ ○ ○

学年
分掌

平成２7年度末の状況 平成28年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

教

育

相

談

・

支

援

学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

生徒の健康保持・増進を図
る。

１年生対象の性教育講演会は、
実施した。生徒も性に対するこ
とやいのちのことについて真摯
な姿勢で考えることの大切さを
学んだ。その他の講演会などが
まだ実施できていないので、評
価できない。

各講演会、研修会を行って
いるが、生徒が積極性に欠
ける様子が見られるので、
内容を吟味するとともに、環
境や健康に対する意識を高
めるべき。

学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

環

境

保

健

部

各教室の清掃や学期ごとの大
掃除などでは、熱心に清掃に取
り組む姿勢が見られる。教室以
外の清掃や部活の清掃にも注
意が必要。

環境美化、環境保全に努
め、勤労を尊重する精神、
社会に貢献しようとする意欲
を育成する。

日々の清掃や美化の日、大掃
除の取り組みなど校内美化の
取り組みはできるようになった
が、省エネ、ゴミ分別などがまだ
まだ不十分である。
トイレと階段の清掃に重点を置
いてみたい。

美化の日を設定し、環境美
化の推進を図る。

ゴミの分別はかなり徹底されて
きているが、まだ分別を理解で
きていない生徒、教員もいるの
で今後も指導が必要。 学校周辺の地域美化活動を

実施する。

環境美化に取り組む意識は
少しずつ育まれていると感じ
るが、電灯のスイッチ破損や
ゴミの投棄など自らの生活
環境を守ろうとする意識にま
だ欠けている生徒が見られ
る。環境美化、環境保全に
取り組む意識を育てる必要
性を感じる。

学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

生

徒

会

新しくチャレンジしたことを定
着させるためにも継続した
活動が必要である。

執行部を中心に各クラス中
央委員と学校行事を充実し
たものにする。

運動部・普通科生徒の執行
部への勧誘生徒会活動が学校全体の

活動であることを生徒、教職
員含め学校全体に周知して
いただけるように活動する必
要がある。

ボランティア活動の呼びか
けをし、生徒の参加を促す。

学校行事等を円滑に運営し
ていくために、他分掌との関
わりを密に持つことが必要と
なる。意思疎通がはかられ、
今後もさらに活動の幅が広
がっていくと考える。

他分掌と生徒会執行部のお
互いの要請等により活動を
計画・実施する。

受験生のわかりやすさや事
務処理の効率性において改
善の余地が残っている

円滑に入学試験に関する業
務を遂行する。

入試に関する事務処理を整
理し、中学生や中学校の先
生にとって簡潔で分かりや
すいものへ引き続き改善を
すすめる。

入試についての取り組みに入っ
ていないので、評価できない。

様々な説明会やイベントが
活発に行われたが、それら
を有機的に関連付ける点で
工夫、改善が必要である。

本校の実績と魅力を受験
生、保護者はもちろん、でき
るだけ多くの人に理解しても
らう。

入学案内、ホームページ、
オープンスクール、説明会、
各行事の特性を生かして、
本校に関する情報を効果的
に発信する。

ＰＣの不具合などでホームペー
ジの更新が遅れたこともあった
が、ＰＣの不具合も改善された
ので、今後よりスピーディーな更
新に取り組んでいく。

総

務

昨年度は2学期に火災避難
訓練と津波避難訓練を1回
ずつ実施した。

生徒が安心・安全に学校生
活を送れるように、また、災
害から生命、身体を自らの
力と協力で守れるようにす
る。

1学期に火災避難訓練、2学
期に地震避難訓練を行い、
地震避難訓練については津
波避難も想定して行う。

１学期に実施していないので、
評価できず。

施設・設備・備品の管理は
概ね行えている。

安心・安全な学校生活が送
れるよう施設・設備・備品を
管理する。

備品等を整理し、管理を正
確に遂行できるよう、工夫す
る。

随時修繕に取り組んできたが、
修理すべき個所の点検が不十
分なので、点検にも配慮してい
きたい。

目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

次年度引継事項・改善策など

他分掌との話し合いの場や活動など
連携して活動できた。より充実したも
のになるように、今後も内容の検討を
していきたい。

目標の達成状況

各行事において執行部が中心とな
り、滞りなく実施できた。今後も新たな
試みや、見直しを図りながらよりよい
学校行事としていきたい。

運動部・普通科の生徒会執行部も増
えてきている。今後も継続して学校全
体の取り組みであることを意識付けし
ていきたい。

各種ボランティア案内を行い、多くの
生徒がボランティア活動に参加してい
る。

よりスムーズに生徒会から全校
生徒へ伝える手段を検討する必
要がある。そのために各クラスの
委員長、副委員長、中央委員と
の連携を図りたい。
また、時期的な活動にならないよ
うに、継続的に話し合いの場を持
ち、生徒会が主体となって取り組
む環境を作っていく必要があると
感じた。

火災避難訓練と地震・津波避難訓練
を実施した。火災避難訓練の際、消
火訓練の実施も検討していきたい。ま
た、地震際に地震避難訓練が十分に
生かされなかったので、反省したい。

省エネ、ゴミの分別などを通
して、環境にやさしい生活を
考えさせる。

入試の準備などから間違いが無いよ
うに心がけている。入試要項の質問
を受けているので、今後に生かしてい
きたい。

入試要項など、文書の記載を読
み手の立場から見直し、中学
校、受験生、保護者が分かり易
いものを心がける。

オープンスクールでは多くの参加者
があった。ホームページでは、トピック
スなどできるだけ素早く更新に取り組
んできた。

より魅力のある情報が発信でき
るように入学案内やホームペー
ジなどを構成していくための方策
を、より詳細に詰めていく必要性
を感じる。

次年度引継事項・改善策など

火災避難訓練において、消火訓
練の実施を検討したい。

入試の際に机・椅子の入れ替えを一
部行った。必要な備品の供給が滞り
なく行えた。

施設や設備の老朽化が進んでい
るが、使える物は大切に使って
いきたい。備品も破損を確認しな
がら大切に使用していく。

日々の清掃はもちろん、学期ごとの
大掃除、　美化の日などの全校一斉
清掃に対する取り組みなどにも教員、
生徒が熱心に取り組んでいる様子が
見られるようになった。部室の清掃な
ど、部活で行う清掃がゴミの分別な
ど、不十分な点が残るので、今後の
改善に取り組みたい。

各教室の清掃や学期ごとの大掃
除などでは、熱心に清掃に取り
組む姿勢が見られる。教室以外
の清掃や部活の清掃にも注意が
必要。

ゴミの分別を理解できていない
生徒、教員が多くなってきたよう
に感じる今後も指導が必要。

環境美化に取り組む意識は少し
ずつ育まれていると感じるが、電
灯のスイッチ破損やゴミの投棄な
ど自らの生活環境を守ろうとする
意識にまだ欠けている生徒が見
られる。環境美化、環境保全に
取り組む意識を育てていきたい。

献血セミナーを開催した。
献血が可能な年齢に達している生徒
数は少ないが、教職員も含めて今後
につながるものになったと感じる。
救命救急蘇生法研修会は献血セミ
ナーへ振替、環境教育講演会につい
ては次年度開催予定です。

各講演会、研修会を行っている
が、生徒が積極性に欠ける様子
が見られるので、内容を吟味す
るとともに、環境や健康に対する
意識を高めていきたい。

個別支援計画標記内容の検討。

年度当初に、支援役割の検討。

目標の達成状況
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学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

生徒１人１人の個性は様々だが、学
校行事や部活動を通じて米子松蔭の
生徒らしく成長した。

家庭との連携の充実 学校からの配布物を必ず保
護者に渡るように指導し、回
答があれば必ず提出するよ
う指導する。

配布物に限らず、学校のHPを
定期的に見てもらうように呼び
かける。

状況に応じ生徒宅へ電話連
絡し学校の様子を伝える。

こまめに電話連絡し家庭との連
携が取れていた。継続して努力
する。

学校外でも松蔭高校の生徒
であることを自覚し、恥ずか
しくない言動が取れるよう促
す。

式典の際の校歌を大きな声で
歌えるようになりつつあるが、全
員の声が出るよう継続して指導
する。

一

年

部

基本的生活習慣の確立 早寝・早起きを推奨し、基本
的生活習慣を見直すよう指
導し、遅刻欠席をなくすよう
務める。

朝読書の時間の見回りを継続
し、遅刻欠席をなくすよう務め、
始業のチャイムには席について
いるよう呼びかける。

挨拶・清掃活動を通じ、お互
いの人権を尊重し同時に公
共心やそれを行動に移す姿
勢を育む。

公開授業に向け担任と学級生
徒が意識を高めて臨むことがで
きた。また、人権を尊重する学
校生活が送れるよう引き続き呼
びかける。

学習習慣の確立 話を聞く姿勢、授業を受ける
態度を指導する。また各考
査に向けて日頃より学習意
欲を持ち計画的に学習する
よう指導する。

提出物の期限厳守、授業に集
中して臨むことに対して指導し
なければならない生徒が少数見
られた。継続して指導する。

家庭との連絡がきちんとなされた。
生徒を学校と家庭双方で支援できる
よう心掛けた。
学校のホームページを定期的に見て
学校の情報を知ってもらえるよう呼び
かけた。

学年
分掌

平成２７年度末の状況 平成２８年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況

 ネクタイのつけ忘れなどが
あったが、服装面は比較的
良かった。
 言葉遣いや態度が荒い生
徒も一部いるが、継続して
指導して行きたいと思う。

生徒指導の徹底 非行・麻薬防止講演会を開
催し、指導を受ける。
家庭との連絡を密にして生
活の乱れを未然に防ぐ。
服装・礼儀・言葉遣いの徹
底指導。

服装指導時はもちろん、日々の
指導も丁寧に行っていく。

 各学級担任から、その時に
一番必要な人権教育をした
いという要望があり、クラス
の現状にあった内容で取り
組んだ。おかげで、学年全
体が落ち着いた。

社会性・人間性を養う LHRを活用し学習する。
学年集会で指導する。

人権学習で他者理解を深
め、人を思いやる心を育む。

体育祭や文化祭などの学校行
事を通して、モラルやルールを
守り、他者と協力しコミュニケー
ションを大切にしながら社会性
を身につけさせる。

二

年

部

 朝読書の見回りを徹底する
ことで、落ち着いて始業に臨
め、遅刻も激減した。
 まだ、声の小さい生徒はい
るが、大半の生徒は気持ち
よく挨拶できていた。

基本的な生活習慣の確立 欠席・遅刻のないように、朝
読書の時間に見回り、始業
前には全員を席に着かせ
る。
あいさつや服装の指導を徹
底する。

二学期は、全体的に中だるみす
るので、気持ちを引き締めて継
続指導を行う。

 一部の生徒を除いて、提出
物を期限内に提出する習慣
が身についた。

学習習慣の確立
学習態度の改善

進路についての意識を高め
る

宿題や提出物の確認・徹
底。
集中して学べる環境作りの
強化。
進路学習や職場体験を通し
て意識を高める。

進路を意識させた学習指導を行
う。
進路学習を通して具体的な将来
の目標を見据えた指導を行って
いく。

三

年

部

身だしなみや整理整頓など
の自己管理ができていない
生徒もいる。

生徒の自主的活動を通じた
自律的・主体的な生徒の育
成

引き続き、部活動や生徒会、委
員会等を通して、清掃活動や学
校行事など主体的な運営ができ
るよう促す。

部活動や学校行事などの特
別活動等、生徒の自主的活
動の充実

清掃活動、整理整頓などの
校内美化の徹底

多くの生徒が将来像を描くこ
とができているが、具体的な
進路目標を見つけることが
できていない生徒もいる。

生徒の進路目標の実現を目
指した進路指導の充実

模擬試験等の結果や面談を
通じて個々に応じた指導方
法を把握する

進路が定まっていない生徒に対
して，保護者や進学指導部、就
職指導部と連携して対応する。

生徒、保護者からの進路に
関する相談などに速やかに
対応できるようにする

次年度引継事項・改善策など

次年度引継事項・改善策など

次年度引継事項・改善策など目標の達成状況

朝の見回りの効果もあり各クラス始
業のチャイムには着席し落ち着いた
状態で朝礼に臨むことができた。

継続して見回り遅刻者、服装等
の乱れを徹底してなくしていきた
い。

遅刻・欠席が少なくなった。
朝、服装を整えて、静かに席に着い
て始業を待つ習慣が身についた。
【朝読書、見回り指導の成果である】

最終学年になるので、進路に向
けて目標を持ち、それを実現させ
るためには、今何が大切かを意
識して行動できるようにしたい。

進路学習を例年より早い段階で、就
職・進学の希望別に分けて行った。
進学は早めの準備と心構えを持た
せ、就職はハローワークからの講話
を聞き将来の参考にした。

生徒一人一人が、希望の進路に
つけるように、面談や指導を重ね
て細やかに指導をしていきたい。

毎日の清掃活動では生徒・教員が共
に協力して綺麗な環境づくりを心掛け
ることができた。

自他を認め協調性を高めれるよ
う、今後も気持ちの良い挨拶と意
欲的な清掃活動が習慣化できる
よう指導を継続したい。

毎時間の授業を落ち着いて臨めない
生徒がまだ少数おりその都度指導を
行った。提出物の期限を守り提出で
きるように指導を継続した効果もあり
改善が見られた。

毎日の学習習慣の定着を目指し
指導を継続したい。

次年度も達成できるよう継続して
努力する。

A 生徒個々に応じた指導により、生徒、保護
者が希望する進路をほぼ決めることができ
た。

服装の乱れは、朝の教室前指導によ
り以前より改善された。

あいさつや言葉遣いについては、引
き続き指導していく。

３年生としての自覚を持たせ、学
校のリーダーとなるべく模範的な
服装、生活を心がけさせる。

学年全体が落ち着いてきた。進路に
向けての意識も芽生えてきた。

目標を持ち、悔いの残らないよう
に取り組ませたい。

Ａ 生徒会や教務部、生徒指導部等と連携し、
部活動や体育祭、文化祭などの学校行事
に積極的に取り組むことができた。

学校内外を問わず松蔭高校の
生徒である誇りと自覚を持ち制
服の着こなしやマナーを守れる
よう継続的に指導したい。

目標の達成状況


